
を服用される
患者さんとご家族の方へ



（裏面も必ずお読みください）

このお薬は、脳内の神経伝達をスムーズにし、
抑うつ気分や不安を和らげます。

を服用される患者さんとご家族の方へ

＊錠剤は実物大です。

次のような方は、服用前に必ず医師または薬剤師にお伝えください。
●過去にミルタザピンOD錠「DSEP」に含まれる成分で、かゆみ、発疹などのアレルギー
症状がでたことのある方
●他のお薬を服用している方　●肝臓、腎臓の病気にかかっている方
●死にたいと強く思ったり考えたことがある方
●脳に器質的な障害がある方、または統合失調症になることが考えられる方
●てんかんや痙攣を起こしたことのある方　●低血圧、心臓の病気のある方
●QT延長（心電図の波形の異常）と診断されたことがある方、QT延長を起こす薬を使用
している方
●緑内障や眼内圧の高い方　●尿の出にくい方
●妊娠、妊娠している可能性がある、または授乳中である方

ミルタザピンOD錠「DSEP」を服用される前に

●このお薬は舌の上にのせるとだ液で溶けます。だ液や水またはぬるま湯で飲み込んで
ください。
●お薬を寝たままで飲むときは、水なしで飲まないでください。
●服用量は、患者さんの症状にあわせて医師が必要な量を調整します。
●このお薬は1日1回就寝前に服用します。
●飲み忘れた場合は、決して2回分を一度に飲まないでください。
●誤って多く飲んだ場合は、医師または薬剤師に相談してください。

服用方法について

●18歳未満の患者さんの服用に関する注意点
7～17歳の大うつ病性障害のある患者さんがこの薬を飲んだ場合、有効性が確認でき
なかったという報告があります。18歳未満の大うつ病性障害のある患者さんは、医師
と十分に相談してください。

お薬の効果について

ミルタザピンOD錠15mg「DSEP」 ミルタザピンOD錠30mg「DSEP」
表 裏 側面 表 裏 側面

このお薬は、体調がよくなったと自己判断して使用を中止したり、量を減らしたりする
と、些細なことでも心配になる、いらいら、あせりなどの症状があらわれることがあり
ます。医師・薬剤師の指示どおりに飲み続けることが重要です。



●うつ病やうつ状態の人は、死んでしまいたいと感じることがあります。このお薬を飲ん
でいる間、特に飲み始めや飲む量を変更した時に、不安感が強くなり死にたいと思う
など症状が悪くなることがあるので、このような症状があらわれた場合は、医師に相談
してください。
●不安になる、いらいらする、あせる、興奮しやすい、発作的にパニック状態になる、ちょっと
した刺激で気持ちや体の変調を来す、敵意をもつ、攻撃的になる、衝動的に行動する、
じっとしていることができない、などの症状があらわれることがあります。これらの
症状があらわれた場合は、医師に相談してください。このお薬との関連性は明らかでは
ありませんが、これらの症状があらわれた人の中には、うつ症状などのもともとある
病気の症状が悪化する場合や、死んでしまいたいと感じたり､他人に対して危害を加え
たりする場合があります。
●このお薬を飲むと、眠くなる、口が渇く、体がだるくなる、体重が増えるなどの症状が
あらわれることがありますので、このような症状がみられましたら、すぐに医師または
薬剤師に相談してください。
●眠気、めまいなどの症状があらわれることがあるため、
自動車の運転などの危険を伴う機械の操作は行わない
ようにしてください。
●お薬の効果に影響しますので、飲酒は控えてください。

その他、気になることがありましたら、医師または薬剤師に相談してください。

ご家族の方は、死にたいという気持ちになる、興奮しやすい、攻撃的になる、
ちょっとした刺激で気持ちの変調を来すなどの患者さんの行動の変化やうつ
症状などのもともとある病気の症状が悪化する危険性について、医師から十分
に理解できるまで説明を受け、患者さんの状態の変化について観察し、変化が
みられた場合には、医師に連絡してください。また、患者さんご自身も病状に
変化があったと感じた場合には、ご家族の方にも伝えるようにしてください。

ご家族の方へ
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服用中に注意していただきたいこと

連絡先（医療機関名）
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